



Principles for Physical Education Learning Content Based on Students Learning Experience:
















































































































































































































保育所（園） 小学校 中学校 高等学校
幼・小・中・高
いずれか＊
％ ％ ％ ％ ％
表現系
自由 7.5 7.5 44.8 41.8 64.2
振付 3.0 3.0 3.0 3.0
分からない 6.0 4.5 1.5 1.5
リズム
ダンス系
自由 6.0 7.5 16.4 22.4 38.8
振付 17.9 35.8 11.9 13.4
分からない 11.9 3.0 3.0 9.0
フォーク
ダンス
フォークダンス 1.5 4.5 17.9 35.8 46.3
民踊 1.5 11.9 4.5 ０ 16.4
分からない 3.0 1.5 1.5 7.5
ソーラン系
南中 ０ 17.9 22.4 4.5
よさこい 3.0 20.9 10.4 ０














































































因　子 平方和 自由度 平均平方 Ｆ　値 Ｐ　値 判　定
被験者内要因 測定時 340.3682 ０ 170.1841 238.2254 0.0000 **
誤差（測定時） 94.2985 132 0.7144




水準１ 水準２ 平均１ 平均２ 差 標準誤差 統計量 Ｐ　値 判　定
授業前 第１回授業後 4.3284 2.1045 2.2239 0.1460 15.2289 0.0000 **
授業前 第７回授業後 4.3284 1.2388 3.0896 0.1460 21.1569 0.0000 **
第１回授業後 第７回授業後 2.1045 1.2388 0.8657 0.1460 5.9280 0.0000 **
**：１%有意
3.2．第１回授業後、第７回授業後における、「恥ずかしさ」に関する自由記述回答の分析結果
第１回授業後の「恥ずかしさ」に関する自由記述回答において、受講者から得られた個別デー
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タの総数は、318個であった。そこから抽出されたキーワード総数は、51個であった。さらに、
それぞれのキーワードで類似性の高い個別データをタグ付したところ、24個に集約された。最
後にタグごとにグループ分けした個別データを吟味し、内容的に集約して、カテゴリーとして
整理・分類を試みた。内容別に12個のカテゴリーに分類可能であった。その際、個別データの
キーワード数が１、または、類似性の高い個別データをタグ付けした際の総数３以下となる個
別データについては割愛した。表３-１は、分類して得られたカテゴリーとそのタグの内訳に
ついて、記載された頻度の上位より、百分率の割合で示したものである。
12個のカテゴリーを上位の順からみてみると、「活動の質」15.1%、「恥ずかしさの比較」
表３-１　第１回授業後の「恥ずかしさ」に関する
自由記述回答のカテゴリーとタグごとの割合
カテゴリー名 ％
タグ名 ％
活動の質　 15.1
のって 6.9
動く 6.0
音楽 2.2
恥ずかしさの比較 14.8
最初は 5.3
していくうちに 4.7
なくなった 3.5
減った 1.3
恥ずかしさの程度 11.0
全く 4.4
少し 3.5
消えた 1.9
まだ 1.3
楽しく 10.7
楽しく 8.5
明るく 2.2
みんな 　 9.4
表現の質　 6.6
大きく 2.8
いろいろな 2.5
思いっきり　 1.3
表現 6.3
表現 　　 3.5
体　 2.8
達成（できた） 4.4
一緒 2.2
経験 2.2
友達　 1.3
意欲（したい） 1.3
表３-２　第７回授業後の「恥ずかしさ」に関する
自由記述回答のカテゴリーとタグごとの割合
カテゴリー名 ％
タグ名 ％
恥ずかしさの比較 16.4
初回との比較 5.9
なくなった 5.9
最後　　 2.7
減小　　　 1.8
恥ずかしさの程度 12.8
全く　　　 6.8
少し　 3.7
ほとんど　 2.3
達成（できた） 12.3
活動の質 6.8
動き　　 2.7
堂々と　 2.3
全力　　　 1.8
みんな 5.5
発表 5.5
楽しさ 5.0
表現 5.0
経験 5.0
表現の質 5.0
なりきる 2.7
大きく　 2.3
脚光　 5.0
みんなの前　 3.2
見てほしい 1.8
イメージ 3.7
自己評価 3.7
グループ 2.3
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14.8％、「恥ずかしさの程度」11.8%、「楽しく」10.7%、「みんな」9.4%、「表現の質」6.6%、
「表現」6.3%、「達成（できた）」4.4%、「一緒」2.2%、「経験」2.2%、「友達」1.3%、「意欲（し
たい）」1.3%であった。さらに、各カテゴリーの内容にどのような関係がみられるのか、これ
ら抽出されたカテゴリーのグループ化を試みた。その結果、図２-１に示したように、「みんな」
「友達」「一緒」のカテゴリーは、「社会的行動」の内容としてグループ化した。次に、「活動の
質」「表現の質」のカテゴリーは、「質」の小グループとした。それと同時に「表現」「意欲（し
たい）」を含めて、大きく「学習活動」の内容としてグループ化し、図２-２に示した。また、
「達成（できた）」のカテゴリーを「学習成果」の内容として、図２-３に示した。そして、「恥
ずかしさの比較」「恥ずかしさの程度」のカテゴリーを「恥ずかしさ」の小グループとし、「楽
しく」と「経験」を含めた「心理的要因」の変化にかかわる内容と判断してグループ化し、図
２-４に示した。
第７回授業後の「恥ずかしさ」に関する自由記述回答において、受講者から得られた個別デー
タの総数は、219個であった。そこから抽出されたキーワード総数は、37個であった。さらに、
それぞれのキーワードで類似性の高い個別データをタグ付したところ、23個に集約された。最
後にタグごとにグループ分けした個別データを吟味し、内容的に集約して、カテゴリーとして
整理・分類を試みた。内容別に14個のカテゴリーに分類可能であった。その際、第１回授業後
の「恥ずかしさ」に関する自由記述回答同様、個別データのキーワード数が１、または、類似
図２-１　社会的行動（第１回授業後）
社会的行動
みんな 友達 一緒
図２-２　学習活動（第１回授業後）
学習活動
質
活動の質
表現の質
表現
意欲（したい）
図２-３　学習成果（第１回授業後）
学習成果
達成（できた）
図２-４　心理的要因（第１回授業後）
心理的要因
恥ずかしさ
恥ずかしさの比較
恥ずかしさの程度 楽しく
経験
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性の高い個別データをタグ付けした際の総数３以下となる個別データについては割愛した。表
３-２は、分類して得られたカテゴリーとそのタグの内訳について、記載された頻度の上位よ
り、百分率の割合で示したものである。
14個のカテゴリーを上位の順からみてみると、「恥ずかしさの比較」16.4%、「恥ずかしさの
程度」12.8%、「達成（できた）」12.3%、「活動の質」6.8%、「みんな」5.5%、「発表」5.5%、
「楽しさ」5.0%、「表現」5.0%、「経験」5.0%、「表現の質」5.0%、「脚光」5.0%、「イメージ」
3.7%、「自己評価」3.7%、「グループ」2.3％であった。
さらに、各カテゴリーの内容にどのような関係がみられるのか、これら抽出されたカテゴリー
のグループ化を試みた。その結果、図３-１に示したように、「みんな」「グループ」「一緒」の
カテゴリーは、「社会的行動」の内容としてグループ化した。次に、「活動の質」「表現の質」
のカテゴリーは、「質」の小グループとした。それと同時に「イメージ」「表現」を含め、「発表」
を中心として、大きく「学習活動」の内容としてグループ化し、図３-２に示した。また、「達
成（できた）」「自己評価」のカテゴリーを「学習成果」の内容として、図３-３に示した。そ
して、「恥ずかしさの比較」「恥ずかしさの程度」のカテゴリーを「恥ずかしさ」の小グループ
とし、「楽しさ」「経験」「脚光」を含めた「心理的要因」の変化にかかわる内容と判断してグルー
プ化し、図３-４に示した。
ここで、各測定時におけるカテゴリーの内容についてみてみる。第１回の授業後は「社会的
行動」における「友達」、「学習活動」における「意欲（したい）」に特徴がみられる。一方、
図３-１　社会的行動（第７回授業後）
社会的行動
みんな グループ 一緒
図３-２　学習活動（第７回授業後）
学習活動
質
活動の質
表現の質
イメージ
表現
発表
図３-３　学習成果（第７回授業後）
学習成果
達成（できた） 自己評価
図３-４　心理的要因（第７回授業後）
心理的要因
恥ずかしさ
恥ずかしさの比較
恥ずかしさの程度
楽しさ
経験
脚光
－151－
第７回の授業後は、「社会的行動」における「グループ」、「学習活動」における「発表」「イメー
ジ」、「学習成果」における「自己評価」、「心理的要因」における「脚光」に特徴がみられ、イ
メージを選んで動きをつくり、発表する過程で生まれてくるものであると考えられる。
「恥ずかしさ」に関する自由記述回答のカテゴリーの割合及び内容についてみてみる。第１
回目の授業後では「心理的要因」に関する記述が多く、カテゴリーでみると、「学習活動」に
おける「活動の質」、「心理的要因」における「恥ずかしさ」の「恥ずかしさの比較」「恥ずか
しさの程度」、「楽しく」、「社会的行動」における「みんな」の割合が高くなっている。一方、
第７回目の授業後でも、「心理的要因」に関する記述が多く、カテゴリーでみると、「心理的要
因」における「恥ずかしさ」の「恥ずかしさの比較」「恥ずかしさの程度」、「学習成果」にお
ける「達成（できた）」の割合が高くなっている。
４．考察
まず、受講生の学習経験を基に考えられることを述べる。筆者ら（畑野・久山、2010）の調
査では、Ｋ市立の教員から見た授業実施は３つの内容とも少なかった。今回の大学生への調査
において、地域は同一でないものの、本来の意味での学習経験がかなり少ないということが明
らかになった。つまり、本受講生は「表現運動」についての理解が十分ではないと考えられる。
そのような現状に対して、小学校教員を目指す大学生への授業では、「表現運動」の特性をは
じめ、学習のねらいや内容、指導法等、体験を通して理解を深めることが必要と思われる。そ
のためには心身の解放が大切であり、学習経験の少ない受講生が持っているであろう、授業実
施の大きな疎外要因である「恥ずかしさ」について、大学での授業において軽減を図ることが
重要であると思われる。
次に、受講生の様子について、「恥ずかしさ得点」の変化及び「恥ずかしさ」に関する自由
記述回答と合わせて考える。第１回の授業のはじめには固く緊張していた受講生達の表情も、
動き出すと一気に明るく変化した。そして、オリエンテーションがあり、実技時間が１時間に
満たないにもかかわらず、受講生の様子や動きから、心身の解放を読み取ることができた。こ
れは、「恥ずかしさ得点」がかなり減少したことからも裏付けられる。また、自由記述回答の
結果からも、「活動の質」が良く、「みんな」で「楽しく」取り組むことで、「恥ずかしさ」が
減少していったことが推察された。さらに、「表現運動は、自分が思っていたものとは違った」
という内容の感想が多くみられ、第１回の授業が、「表現運動」への理解及び「恥ずかしさ」
の軽減に効果的であったと考えられる。
そして、授業の回数を重ねるごとに、「慣れてきたから、恥ずかしくない」「はじめは恥ずか
しかったけど、していくうちに恥ずかしくなくなった」という感想が幾多かみられた。これは、
自由記述回答の結果からも裏付けられる。また、グループで動きづくりをする際に、意欲的に
取り組む姿様子がみられ、自信もうかがえるようになってきた。第７回の授業後の「恥ずかし
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さ得点」は、第１回の授業後よりさらに減少し、「表現運動」の経験を積むことで「恥ずかしさ」
の軽減が一層図られたと考える。自由記述回答からも、「活動の質」が良く、「みんな」で工夫
して動きをつくり、「発表」したことにより「達成」したという満足感を味わったことがうか
がえる。
また、受講生は、小学校の「表現運動」の特性である、「自己の心身を解き放して、リズム
やイメージの世界に没入してなりきって踊ることが楽しい運動であり、互いのよさを生かし
合って仲間と交流して踊る楽しさや喜びを味わうことが出来る運動である」（文部科学省、
2008）を体感しているようであった。そして、その様子から、「表現運動」の特性を知識のみ
ならず、身体でも理解したのではないかと推察される。これらのことにより、前報（畑野・久
山、2016）同様、「理解できていない」「恥ずかしい」という、「表現運動」の授業実施におけ
る阻害要因を取り除くことができた可能性があると省察される。
畑野（1990）は、ダンスの授業の楽しさに関する因子分析研究において、男女大学生を対象
として、ダンスの授業の好き嫌いについて、授業の楽しさの要因を視点として検討している。
その結果、ダンスの授業の楽しさの因子として、「表現」「リズム」「鑑賞」「脚光」「達成」を
抽出している。さらに、ダンスの授業の好き嫌いについては、「達成」「脚光」「リズム」によっ
て規定されることを明らかにしている。また、「学生の身体表現への意識変化に関する研究―
保育内容指導法の授業を通じて―」において、松村（2016）は、「多くの学生が『表現するこ
とのむずかしさ』に直面している」としている。そして、「15回の授業によって、多くの学生
が自らの身体表現の能力を向上することができ、それは繰り返し創作を行うことで習得された
ということが明らかになった。何度も繰り返すことで、「恥ずかしさ」が軽減され・・・楽し
さが次の創作の原動力となる。」と報告している。これらの結果と本研究の結果を照らし合わ
せてみると、「経験」「楽しさ」「達成」等をキーワードとして、授業の組み立てを行っていく
ことが重要であると考える。
Ⅴ．まとめ
本研究は、「表現運動」に対する理解を深め、小学校体育科における「表現運動」の授業実
施の疎外要因として考えられる、「恥ずかしさ」を軽減することを目的とした。対象は、小学
校教員を目指す大学生とし、授業の実践結果について検討を試みた。具体的には、幼稚園・保
育所（園）から高等学校までの「表現運動系」の学習経験を３つの内容（「表現系」・「リズム
ダンス系」・「フォークダンス」）別に調査した。また、「恥ずかしさ」の軽減を図ることを目的
とした７回の授業計画及び授業案を作成して実施し、授業前及び第１回と第７回の授業後の質
問紙調査によって、「恥ずかしさ」が軽減するかどうかを検討した。それとともに、自由記述
回答を基に、受講生の「恥ずかしさ」の軽減を促す要因を探った。
「表現運動系」に関する学習経験の有無について調査した結果、特に小学校での経験が少な
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いことが明らかになり、受講生が「表現運動」に対して理解不足であることが推察された。第
１回の授業において、受講生の様子や動きから、心身の解放を読み取ることができた。そして、
回を重ねるとともに、グループで動きづくりをする際に意欲的に取り組む様子がみられ、自信
もうかがえるようになった。それらの様子から、「表現運動」の特性を知識のみならず、身体
でも理解したのではないかと推察された。また、授業前と第１回授業後、第７回授業後の「恥
ずかしさ得点」の変化を検討した結果、本授業の学習内容は、「恥ずかしさ」を軽減させるこ
とが明らかになった。さらに、第１回授業後、第７回授業後の「恥ずかしさ」についての自由
記述回答を分析した結果、「経験」「楽しさ」「達成」等をキーワードとして、授業の組み立て
を行っていくことが重要であると考えられた。
本研究では、小学校教員を目指す大学生を対象とし、「恥ずかしさ」を軽減する授業計画（７
回）及び授業案（導入、イメージ課題、運動課題等を中心とした学習内容）が、前報（畑野・
久山、2016）同様、条件の限界はあるものの、「表現運動」に対する理解を深め、「恥ずかしさ」
を軽減することに寄与するという一定の結果を見出した。今後は、対象者の学習経験等の属性
による影響や、授業指導者の要因等を含めて、対象者を増やして検討を続けたい。
注
1）　「表現運動系」とは、幼稚園・保育所（園）における「身体表現」、小学校における「表現運動（表現
リズム遊びを含む）」、中学校・高等学校における「ダンス」を指すものとする。
2）　「表現系」とは、小学校における「表現（表現遊びを含む）」、中学校・高等学校における「創作ダンス」
を指すものとする。
3）　「リズムダンス系」とは、小学校における「リズムダンス（リズム遊びを含む）」、中学校・高等学校
における「現代的なリズムのダンス」を指すものとする。
文献
安藤幸・中村久子（1994）大学専門教育改善のための現職教員のダンス指導実践に関する調査研究．日本
教育大学協会保健体育・保健研究部門全国舞踊研究会，p.55．
福原昌恵・松本富子（1989）表現運動の学習に関わる意識構造の研究 （第４報）．日本女子体育連盟紀要，
1989（89）：74．
畑野裕子（1990）ダンスの授業の好嫌を規定する楽しさ要因の検討（Ⅲ）―大学生を対象として―．兵庫
教育大学研究紀要，10：113-124．
畑野裕子・久山素子（2010）小学校体育科における「表現運動」の授業実施に関する現状と「表現」の授
業実施促進への課題―Ｋ市立小学校教員を対象とした調査から―．神戸親和女子大学『児童教育学研
究』，29：93-107．
畑野裕子・久山素子（2011）「表現」を取り扱う授業実施を促すためのDVD作成の試み―Ｋ市立小学校教
員を対象として―．神戸親和女子大学『児童教育学研究』，30：81-93．
畑野裕子・久山素子（2012）教員用支援DVDを用いた「表現」の授業に関する実践的検討（Ⅱ）―Ｋ市立
小学校教員を対象とした追試―．神戸親和女子大学『教育研究センター紀要』，８：35-42．
－154－
畑野裕子・久山素子（2016）「恥ずかしさ」の軽減を目的とした「表現運動」の授業の試み．神戸親和女
子大学『児童教育学研究』，35：63-77．
猪鼻順子他（2009）「かかわりあい，認め合う」踊るからだ，ひらく心．第43回全国女子体育研究大会（埼
玉大会）研究紀要，55-59．
厚生労働省編（2008）保育所保育指針（平成20年告示）．フレーベル館，p.6，p.12．
松本千代栄・山田敦子（1982）舞踊課題と創作学習モデル―高等学校における実験授業研究―．（社）日
本女子体育連盟紀要，81．
松本千代栄他（1983）課題学習とダンス・イメージ　―舞踊連想用語の収集・分析―．（社）日本女子体
育連盟紀要，82-Ⅰ．
松本千代栄（1985）こどもと教師とでひらく表現の世界．大修館書店，p.53，pp.57-63，p.70，pp.142-
144，pp.150-152．
松本富子・松本恵美（1992）表現運動指導における課題と方策：群馬県小学校の現状と教育実践を促進さ
せる要因の検討から．群馬大学教育実践研究，９：125-147．
松村朋子（2016）　学生の身体表現への意識変化に関する研究―保育内容指導法の授業を通じて―．白鷗
大学教育学部論集，10（１）：303-321．
宮本乙女（2009）ダンス指導ハンドブック―初めての指導・一歩進んだ指導―　Ⅱ実技指導編　表現・創
作ダンス（８）対極の動きの連続から「走る―跳ぶ―転がる―見る」．女子体育，51（７・８）：46-47．
文部省（1999）小学校学習指導要領解説　体育編．東山書房，pp.25-26．
文部科学省（2008a）幼稚園教育要領（平成20年告示）．フレーベル館，p.4，pp.6-12．
文部科学省（2008b）小学校学習指導要領解説　体育編．東洋館出版社，pp.18-19．
文部科学省（2008c）中学校学習指導要領解説　保健体育編．東山書房，p.133．
文部科学省（2009）高等学校学習指導．東山書房，p.71．
村田芳子（1998）楽しい表現運動・ダンス．小学館，p.36，p.37，pp.38-41，p.49．
村田芳子（2009）ダンス指導ハンドブック―初めての指導・―歩進んだ指導―　Ⅱ実技指導編導入（４）
リズムから表現へ―２つの入り方・４つのくずし―．女子体育，51（７・８）：24-25．
村田芳子・高橋和子他（2009）ダンス指導ハンドブック―初めての指導・―歩進んだ指導―　授業に役立
つ情報２用語解説②学習指導要領における表現運動・ダンスの用語．女子体育，51（７・８）：16．
寺山由美（2009）ダンス指導ハンドブック―初めての指導・一歩進んだ指導―　Ⅱ実技指導編　表現・創
作ダンス（10）群のテーマ「見る，集まる・離れる」．女子体育，51（７・８）：50-51．
牛山眞貴子（2007）中部地区文部科学省体育実技講習会資料．
山下昌江（2009）私のおすすめ三分間クッキング「おもちゃの兵隊のマーチ」．女子体育，51（５）：60．
